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三宅島ー神津島間のダイク貫入モデルの検証：海底地殻変動観測から 

Verification of the dyke intrusion model at the Miyake-Kozu region by means of 
observation of ocean bottom crustal deformation 
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三宅島群発地震を発端とした伊豆諸島での一連の地殻活動の際に，三宅島ー神津島間の海域にダイクが観入し

たとのモデルが提唱されている．このモデルの妥当性を検証するために，ダイク貫入推定海域において海底地殻変
動観測を実施した．観測システムは，海底に設置したトランスデューサ間の距離をＭ系列信号により精密に測定す
るものである．また，親局・子局両方に温度センサが取り付けられており，音速の補正に使用する．今後，測距信
号の相関処理を行を行うことで，ダイク貫入にともなう地殻変動の様子が明らかになると期待される． 
 
 
１．はじめに 
 2000 年６月からの三宅島群発地震を発端とした神津島・新島近海までおよぶ地震活動の移動および三宅島山

頂陥没・噴火といった一連の活発な地殻活動の際に，三宅島ー神津島間の海域約 30km にわたってダイクが観入し
たとのモデルが GPS 観測結果から提唱されている（木股ほか, 2000）．しかしながら，上記 GPS 観測はダイクが貫
入したであろう海域を取り囲む島々で行われたものであり，ダイク貫入位置やその幅，開口量，開口速度をより正
確に議論するためには，海底での地殻変動観測が不可欠である．そこで本研究では，ダイク貫入モデルの妥当性を
検証するために，ダイク貫入推定海域での海底地殻変動観測を実施した． 
 
２．海底地殻変動システムの概要 
 本システムは，海底に設置したトランスデューサ間の距離を超音波音響測距によって精密に測定するもので

ある．海底には親局１台と子局２台を設置した．親局から信号長 18.6ms の５次Ｍ系列信号（10kHz）を送信し，子
局はその信号をミラー応答する．その信号を親局で受信し，CF カードに波形を記録する．親局回収後にその波形
を吸い上げ，相関処理を行うことによって測距結果を得る．なお，親局からの測距信号送信間隔は 10～15 分であ
る．また，親局・子局両方に温度センサが取り付けられており，海中温度の変化を音速の補正に使用することがで
きる．温度センサの計測データは，親局・子局それぞれのメモリに記録する． 
 
３．観測 
 この音響測距装置を用いて，神津島近海において海底地殻変動観測を行なった．観測期間は 2000 年 10 月 1

～5 日（期間１）と 2000 年 12 月 22 日～2001 年 2 月 7 日（期間２）の２期間である．期間１の測距においては，
親局を神津島の東 1.5km にある祗苗島近くの岩礁に設置した．２台の子局は，一直線上に親局からそれぞれ 4km，
5km の海底（水深約 200m）に設置した．測距信号のレベルは，親局の送信ゲインのみが調整可能なため，２つの子
局ともに最適な振幅を得ることが困難であった．そこで，期間２については，神津島の東方約 10km の海底（水深
約 350m）に親局と２台の子局で一辺 4km の正三角形を作るように設置した．測距信号は，距離 4km でも充分に送
受信が可能であった．今後，測距信号の相関処理を行うことで，ダイク貫入にともなう地殻変動の様子が明らかに
なると期待される． 
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